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みなさんからお寄せいただいた鯉のぼりは
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４
月
17
日
（
火
）

告
示
の
片
品
村
村
議

会
議
員
選
挙
は
、
定

員
14
名
の
と
こ
ろ
14

名
が
立
候
補
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
４

月
22
日
（
日
）
に
予

定
さ
れ
て
い
た
投
票

選
挙
は
行
わ
れ
ず
無

投
票
当
選
と
な
り
ま

し
た
。
当
選
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
星
　
野
　
侃
　
三

▼
吉
　
野
　
　
　
勲

▼
萩
　
原
　
日
　
郎

▼
�
　
橋
　
正
　
治

▼
飯
　
塚
　
美
　
明

▼
笠
　
原
　
耕
　
作

▼
星
　
　
　
長
　
命

▼
萩
　
原
　
一
　
志

▼
星
　
野
　
千
　
里

▼
星
　
野
　
完
　
治

▼
星
　
野
　
育
　
雄

▼
入
　
澤
　
登
喜
夫

▼
戸
　
丸
　
廣
　
安

▼
大
　
竹
　
文
　
夫

（
敬
称
略
・
届
け
出
順
）

選
挙
だ
よ
り

群
馬
県
で
は
、
観
光
や
仕
事
な
ど

様
々
な
目
的
で
訪
れ
る
ビ
ジ
タ
ー
に

と
っ
て
使
い
や
す
い
ト
イ
レ
を
「
ぐ

ん
ま
ビ
ジ
タ
ー
ト
イ
レ
」
と
し
て
認

証
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
県
内
観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
須
賀
川
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
「
さ
わ
や
か
ト

イ
レ
」
が
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
認
証
を
受
け
る
に
は
基
準
が

と
て
も
厳
し
く
、
清
潔
・
安
心
・
安

全
・
見
つ
け
や
す
さ
・
使
い
や
す
さ

な
ど
28
項
目
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
見
事
全
て

を
ク
リ
ア
し
て
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
ト
イ
レ
は
、
平
成
８
年
の

建
設
で
、
既
に
10
年
以
上
経
過
し
て

い
ま
す
が
、
利
用
者
の
マ
ナ
ー
が
良

い
こ
と
や
毎
日
掃
除
を
行
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
非
常
に
き
れ
い
な
状
態
が

保
た
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
認
証
を
期

に
、
片
品
村
に
訪
れ
る
方
に
気
持
ち

よ
く
使
っ
て
も
ら
え
る
ト
イ
レ
を
維

持
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。平

成
９
年
４
月
か
ら
の
10
年
間
、

行
政
相
談
委
員
と
し
て
国
や
地
方

公
共
団
体
が
行
っ
て
い
る
業
務
に

対
す
る
村
民
の
相
談
役
と
し
て
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
越
本
の
入
澤
里

子
さ
ん
が
、
平
成
19
年
３
月
31
日

を
も
っ
て
退
任
さ
れ
、
総
務
大
臣

か
ら
就
任
期
間
中
の
ご
苦
労
を
ね

ぎ
ら
う
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

入
澤
さ
ん
に
は
今
後
も
村
政
の

た
め
に
、
ご
指
導
ご
協
力
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

入
澤
里
子
さ
ん

総
務
大
臣
感
謝
状
授
与

さ
わ
や
か
ト
イ
レ
が

ぐ
ん
ま
ビ
ジ
タ
ー
ト
イ
レ
に

認
証
さ
れ
ま
し
た

片
品
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
日

本
財
団
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
と
群

馬
テ
レ
ビ
愛
の
募
金
か
ら
普
通
車

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
財
団
は
競
艇
の
売
上
金
の

一
部
を
活
用
し
、
福
祉
団
体
等
が

福
祉
車
両
購
入
時
に
価
格
の
約
六

割
を
助
成
す
る
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
寄
贈
さ
れ
た
29
人
乗

り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
、
補
助
ス

テ
ッ
プ
付
き
で
お
年
寄
り
や
足
の

不
自
由
な
方
が
安
全
か
つ
ス
ム
ー

ズ
に
乗
降
で
き
る
よ
う
特
別
仕
様

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
群
馬
テ
レ
ビ
愛
の
募
金
は

社
会
貢
献
の
一
助
に
と
、
県
内
外

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
を
県
内
の

社
協
や
福
祉
施
設
の
た
め
に
活
用

し
て
お
り
、
今
回
は
普
通
車
を
片

品
社
協
へ
、
大
型
液
晶
テ
レ
ビ
５

台
を
県
内
の
福
祉
施
設
へ
贈
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
び
寄
贈
さ
れ
た

普
通
車
は
ス
バ
ル
社
製
レ
ガ
シ
ー

で
５
人
乗
り
で
す
。

社
協
で
は
、
こ
の
２
台
の
車
両

整
備
に
よ
り
、
地
域
の
高
齢
者
や

障
害
者
を
は
じ
め
福
祉
の
向
上
を

目
指
し
、
社
協
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

4輪駆動のステーションワゴン 29人乗りのマイクロバス

尾　
瀬　
高　
校　
で　
は　
、　
18
年　
度　
３　
回　
目　

の　
「　
地　
域　
探　
検　
」　
を　
３　
月　
６　
日　
に　
行　
い　

ま　
し　
た　
。　
地　
域　
探　
検　
は　
尾　
瀬　
高　
校　
の　
１　

年　
生　
が　
片　
品　
村　
内　
に　
出　
向　
き　
地　
域　
の　
宝　

物　
を　
再　
発　
見　
す　
る　
授　
業　
で　
す　
。　

今　
回　
は　
、　
１　
・　
２　
・　
３　
・　
４　
・　
７　
・　

８　
区　
の　
６　
地　
区　
に　
行　
き　
、　
地　
域　
案　
内　
人　

と　
し　
て　「　
ぐ　
ん　
ま　
文　
化　
観　
光　
社　
・　
片　
品　
」　

と　
地　
元　
の　
皆　
さ　
ん　
に　
協　
力　
を　
い　
た　
だ　
き　

ま　
し　
た　
。　

生　
徒　
た　
ち　
の　
感　
想　
の　
一　
部　
を　
紹　
介　
し　

ま　
す　
。　

下　
平　
・　
築　
地　
・　
菅　
沼　
班　

◎　
ど　
の　
集　
落　
の　
神　
社　
も　
村　
の　
上　
の　
方　
に　

あ　
る　
。　
こ　
れ　
は　
、　
村　
全　
体　
を　
見　
渡　
せ　
る　

た　
め　
ら　
し　
い　
で　
す　
。　
◎　
た　
く　
さ　
ん　
の　
石　

仏　
が　
あ　
り　
、　
驚　
き　
ま　
し　
た　
。　
ど　
ん　
な　
思　

い　
が　
込　
め　
ら　
れ　
て　
い　
る　
か　
わ　
か　
ら　
な　
い　

石　
仏　
も　
あ　
れ　
ば　
、　
石　
仏　
に　
込　
め　
ら　
れ　
て　

い　
る　
思　
い　
が　
わ　
か　
る　
も　
の　
も　
あ　
っ　
て　
、　

お　
も　
し　
ろ　
か　
っ　
た　
で　
す　
。　

◎　
半　
鐘　
は　
火　
事　
が　
起　
き　
た　
と　
き　
に　
鐘　
を　

鳴　
ら　
し　
て　
知　
ら　
せ　
る　
も　
の　
で　
、　
距　
離　
に　

よ　
っ　
て　
な　
ら　
し　
方　
が　
違　
い　
近　
く　
だ　
と　
早　

く　
な　
ら　
し　
、　
遠　
く　
だ　
と　
ゆ　
っ　
く　
り　
な　
ら　

す　
。　

幡　
谷　
班　

◎　
幡　
谷　
発　
電　
所　
で　
使　
っ　
て　
い　
る　
水　
は　
、　

尾　
瀬　
大　
橋　
の　
方　
か　
ら　
引　
い　
て　
い　
る　
。　

◎　
一　
万　
世　
帯　
の　
家　
を　
お　
ぎ　
な　
え　
る　
電　
力　

が　
あ　
る　
。　

花　
咲　
班　

◎　
花　
咲　
石　
は　
お　
ぎ　
お　
ん　
祭　
り　
の　
時　
に　
疫　

病　
を　
沈　
め　
る　
た　
め　
に　
ま　
つ　
っ　
て　
い　
る　
。　

◎　
11
面　
観　
音　
は　
す　
べ　
て　
の　
苦　
難　
を　
と　

っ　
て　
く　
れ　
る　
。　
◎　
薬　
師　
堂　
は　
、　
目　
の　
悪　

い　
人　
が　
拝　
む　
と　
目　
が　
良　
く　
な　
る　
と　
い　
わ　

れ　
て　
い　
る　
。　

東　
小　
川　
班　

◎　
味　
噌　
は　
麹　
菌　
（　
カ　
ビ　
）　
を　
用　
い　
て　
作　

る　
。　
カ　
ビ　
で　
味　
噌　
を　
造　
っ　
て　
い　
る　
と　
知　

り　
、　
驚　
い　
た　
。　
味　
噌　
の　
た　
ま　
り　
と　
い　
う　

も　
の　
は　
醤　
油　
に　
な　
る　
そ　
う　
だ　
。　
◎　
焼　
い　

た　
炭　
に　
木　
酢　
液　
を　
つ　
け　
る　
と　
紫　
の　
ラ　
メ　

が　
つ　
い　
て　
綺　
麗　
で　
し　
た　
。　
◎　
私　
は　
前　
の　

地　
域　
探　
検　
の　
時　
に　
も　
笹　
原　
さ　
ん　
の　
お　
家　

と　
事　
務　
所　
（　
？　
）　
に　
行　
っ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

そ　
の　
時　
と　
て　
も　
衝　
撃　
を　
受　
け　
た　
の　
で　

す　
！　
レ　
ト　
ロ　
な　
感　
じ　
と　
、　
キ　
レ　
イ　
な　
と　

こ　
ろ　
が　
私　
は　
す　
ご　
く　
気　
に　
入　
り　
ま　
し　

た　
。　

戸　
倉　
班　

◎　
十　
二　
様　
へ　
行　
き　
ま　
し　
た　
。　
こ　
こ　
の　
神　

様　
は　
女　
性　
と　
い　
わ　
れ　
て　
い　
て　
カ　
ッ　
プ　
ル　

や　
夫　
婦　
な　
ど　
で　
来　
る　
と　
神　
様　
が　
ヤ　
キ　
モ　

チ　
を　
や　
き　
男　
性　
が　
怪　
我　
を　
す　
る　
と　
言　
わ　

れ　
て　
い　
る　
そ　
う　
で　
す　
。　
◎　
源　
泉　
は　
約　
１　

４　
０　
０　
ｍ　
掘　
っ　
て　
あ　
り　
、　
１　
ｍ　
掘　
る　
の　

に　
10
万　
円　
の　
費　
用　
が　
か　
か　
る　
そ　
う　
で　
す　
。　

鎌　
田　
班　

◎　
昔　
、　
鎌　
田　
に　
も　
映　
画　
館　
が　
あ　
っ　
た　
。　

◎　
花　
の　
谷　
公　
園　
は　
昔　
、　「　
た　
ね　
つ　
け　
所　
」　

と　
呼　
ば　
れ　
て　
い　
て　
、　
た　
だ　
の　
野　
原　
だ　
っ　

た　
。　
◎　
群　
馬　
銀　
行　
の　
建　
物　
は　
、　
昔　
デ　
パ　

ー　
ト　
だ　
っ　
た　
ら　
し　
く　
、　
と　
て　
も　
広　
い　
そ　

う　
で　
す　
。　
当　
時　
に　
は　
珍　
し　
い　
エ　
ス　
カ　
レ　

ー　
タ　
ー　
も　
設　
置　
さ　
れ　
て　
い　
た　
。　

（　
む　
ら　
づ　
く　
り　
観　
光　
課　
）　

尾
瀬
高
校
の
地
域
探
検

日
本
財
団
と
群
馬
テ
レ
ビ
愛
の
募
金
か
ら
車
を
寄
贈

片
品
村
及
び
片
品
村
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
地
域
福
祉
推
進
の
た
め

地
域
福
祉
計
画
（
行
政
）
地
域
福
祉

活
動
計
画
（
社
協
）
を
策
定
し
ま
す
。

こ
の
計
画
は
地
域
福
祉
の
主
体
と

な
る
村
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
つ
く
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
５
月

下
旬
に
は
区
単
位
の
住
民
座
談
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
村　
民　
の　
皆　

さ　
ん　
の　
参　
加　
を　
お　
願　
い　
い　
た　
し　
ま　
す　
。　

計
画
策
定
委
員
と
専
門
部
員
の
役
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
片
品
村
社
会
福
祉
協
議
会
）

地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
委
員

社
協
会
長
　
　
　
　
　
星
野
　
完
治

社
協
副
会
長
　
　
　
　
萩
原
　
一
志

民
生
児
童
委
員
会
長
　
星
野
　
武
功

社
協
常
務
理
事
　
　
　
萩
原
　
重
夫

教
育
委
員
長
　
　
　
　
入
澤
　
誠

区
長
代
表
　
　
　
　
　
横
坂
　
臣
一

老
連
会
長
　
　
　
　
　
須
藤
　
賞
作

身
障
会
長
　
　
　
　
　
星
野
　
祥

母
子
会
長
　
　
　
　
　
奥
村
　
文
子

福
祉
施
設
代
表
　
　
　
井
上
光
三
郎

婦
人
会
長
　
　
　
　
星
野
　
寿
子

福
祉
委
員
会
長
　
　
桑
原
　
豊
平

保
健
福
祉
課
長
　
　
桑
原
　
和
一

遺
族
会
長
　
　
　
　
星
野
　
康
一

社
協
監
事
　
　
　
　
星
野
　
純
一

地
域
福
祉
活
動
計
画
専
門
部
員

１
区
　
　
　
　
　
　
大
竹
三
沙
緒

２
区
　
　
　
　
　
　
桑
原
　
清

３
区
　
　
　
　
　
　
横
井
　
栄
子

４
区
　
　
　
　
　
　
狩
野
は
る
み

５
区
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
清
子

６
区
　
　
　
　
　
　
萩
原
　
静
枝

７
区
　
　
　
　
　
　
松
浦
新
一
郎

８
区
　
　
　
　
　
　
千
明
多
津
子

地
域
福
祉
計
画
・
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
す

4/22 当選証書を授与された皆さん

味噌づくりの話を聞く東小川班 地域案内人と下平･築地･菅沼班 花の谷公園を歩く鎌田班
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新
人
権
擁
護
委
員

新
行
政
相
談
委
員

田
舎
暮
ら
し
情
報
「
片
品
村
８
位
に
」

地
域
の
芽

支
援
事
業
補
助
制
度

電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
に
よ
り
簡
易

水
道
送
配
水
管
整
備

平
成
10
年
２
月
１
日
よ
り
人
権

平
成
19
年
４
月
１
日
付
け
で
越

本
の
林
聖
子
さ
ん
が
総
務
大
臣
か

地
域
の
課
題
は
住
民
自
ら
の
手

で
解
決
す
る
た
め
取
り
組
ま
れ
る
、

先
駆
的
な
地
域
づ
く
り
活
動
に
対

し
助
成
す
る
、
地
域
の
芽
支
援
事

業
補
助
金
を
制
定
し
ま
し
た
。
各

種
団
体
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
活
用
下

さ
い
。

◆ 搬出日と回収場所
資源ごみの回収日程表をご覧になり毎月第4土曜日に各回収場所へ午前8時3 0分までに

出してください。なお、鎌田は新たに2箇所収集場所が増えましたので、みなさんのご
協力をお願い致します。

こ
の
た
び
、
片
品
村
で
は
平
成

18
年
度
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
の
助
成
を
受
け
築
地
地
区
に
第

一
簡
易
水
道
送
配
水
管
を
整
備
し

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
経
済
産
業
省
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
行
っ
て
い
る
事

業
で
、
発
電
用
施
設
の
周
辺
整
備

に
お
け
る
公
共
用
施
設
の
整
備
等

を
促
進
し
、
地
域
住
民
の
福
祉
の

向
上
を
図
り
発
電
用
施
設
の
設
置

及
び
運
転
の
円
滑
化
に
質
す
る
こ

と
が
目
的
で
交
付
さ
れ
る
事
業
で

す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

資源ごみの回収量が順調に伸びています
平成１８年度資源ごみ（ペットボトル・牛乳パック・ダンボ－ル・新聞・雑

誌類）の収集量がまとまりました。
以前は、燃えるごみとして多く出されていたのが現状でしたが、最近では住

民皆さんのリサイクルへの意識が向上したことにより、１８年度は前年度に比
べて収集量が大きく増えています。しかし、一部の収集棚にはいまだに新聞紙
やダンボ－ルが出されているのが現状です。今後も一人ひとりが循環型社会の
実現に向けて協力をお願い致します。

★ 集められた資源ごみは、今までは処分料を払って処分してもらっていましたが、今
は有価で買い取ってもらえます。皆さんが資源ごみを燃やさずにきちんと出して頂ける
と村の財政は多少ではありますが潤います。

是非、資源ごみは燃やさずにきちんと分別して出してください。

◆ 片品村の資源ごみ排出量

◆ 平成１８年度収集量及び売却金額の状況

●
補
助
対
象
事
業
者

区
及
び
区
内
の
団
体
。

●
補
助
対
象
経
費

事
業
に
必
要
な
原
材
料
・
経
費

●
補
助
金
額
及
び
補
助
率

10
万
円
以
下
で
、
予
算
の
範
囲

●
締
め
切
り

６
月
15
日
金

●
問
い
合
わ
せ
先

む
ら
づ
く
り
観
光
課
企
画
係

1
（
５
８
）
２
１
１
２

擁
護
委
員
と
し
て
ご
活
躍
く
だ
さ

い
ま
し
た
鎌
田
の
星
野
幸
市
さ
ん

が
、
本
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
退

任
と
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
人
権

擁
護
活
動
に
あ
た
ら
れ
た
ご
苦
労

に
対
し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
後
任
に
は
須
賀
川
の
大

竹
長
久
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

相
談
は
特
に
春
秋
行
わ
れ
る
特

設
相
談
所
や
村
の
心
配
ご
と
相
談

と
合
同
で
行
わ
れ
る
ほ
か
、
日
々

口
頭
、
電
話
、
手
紙
な
ど
で
受
付

し
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
。

相
談
等
の
問
合
わ
せ
先

総
務
課
1
（
５
８
）
２
１
１
１

万
一
の
リ
ス
ク
に
備
え
学
生
の
方
は
申
請
を

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

20
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
国
民
年
金
の

被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
、
し
か
し
学
生
に

つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
っ
て
在
学
中
の

保
険
料
を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納
と
な
っ

て
い
る
と
、
万
一
、
病
気
や
ケ
ガ
で
重

い
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
障
害
基
礎
年

金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期

間
は
障
害
年
金
の
受
給
資
格
要
件
に
含

ま
れ
ま
す
。

学
生
で
あ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
必
ず
学
生
納
付
特
例
を

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
の
計
算
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

将
来
の
年
金
額
を
減
ら
さ
な
い
た
め

に
、
承
認
を
受
け
て
か
ら
10
年
の
う
ち

に
保
険
料
を
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
３

年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、
当

時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額
が
加
わ

り
ま
す
。）

ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
納
付
特
例
の
対
象
に

対
象
と
な
る
の
は
、
大
学
、
短
期
大

学
、
大
学
院
、
高
等
学
校
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
（
一
年
以
上
の
修
学
課
程
に

に
限
る
）
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学

生
で
す
。

申
請
は
、
住
民
登
録
地
の
市
町
村
役

場
の
国
民
年
金
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
の
際
に
は
基
礎
年
金
番
号
が

確
認
で
き
る
書
類
（
年
金
手
帳
）
と
、

学
生
の
皆
さ
ん

学
生
納
付
特
例
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

学
生
証
（
ま
た
は
在
学
証
明
書
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
は
、
申
請
が
承
認
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
前
年
の
所
得

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
申
請

は
毎
年
必
要
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
片
品
村
役
場
住
民
課

国
民
年
金
係
ま
た
は
渋
川
社
会
保
険
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

日　時：平成19年６月16日（土）
開　場：12：30 開演：13：00 終演予定：14：30
会　場：片品村文化センター（入場無料）

尾瀬･水芭蕉コンサート

トリオ・デュ・ポローニア
地域社会と密着した新しい音楽スタイ
ルを打ち出し、サロンコンサートを中
心に幅広く活動。多摩文化国際交流コ
ンサートにも出演。

桐朋学園大学
戦後、日本の音楽芸術をリードしてき
た人たちを多く輩出し、世界的にも認
められ、重要視されている。

出　演：トリオ・デュ・ポローニア（桐朋学園大学音楽部４年在学中）
（ヴァイオリン･佐藤茉奈美　チェロ･土佐美華　ピアノ･大庭従美江）

演奏曲目
①エルガー愛の挨拶　②モーツァルト　アイネ・クライネ・ナハトム
ジーク　③サウンド・オブ・ミュージックメドレー　④夏の思い出
⑤プッチーニ：オペラ「トゥーランドット」より～誰も寝てはならぬ
～　⑥ホルスト：「惑星」より～ジュピター～など約10曲

共　催：「尾瀬水芭蕉コンサート」実行委員会（尾瀬林業株式会社､片品村）
問い合わせ：むらづくり観光課158-2112 観光協会158-3222
片品村ホームページ http://www.vill.katashina.gunma.jp/

ウィーン国立歌劇場音楽監督の
あの小澤征爾の後輩の皆さんがやってくる！

尾瀬･水芭蕉コンサート

林聖子さん大竹長久さん

総
務
省
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
交
流
居
住

の
ス
ス
メ
全
国
田
舎
暮
ら
し
ガ

イ
ド
」
の
ア
ク
セ
ス
件
数
で
片

品
村
が
８
位
と
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
サ
イ
ト
は
団
塊
世
代

や
都
市
住
民
を
田
舎
に
呼
び
、

地
方
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
設
さ
れ
た
も
の

で
す
。
交
流
居
住
片
品
村
の
サ

イ
ト
に
は
、
片
品
村
役
場
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
リ
ン
ク
さ
れ

て
い
ま
す
。
新
し
い
情
報
を
随

時
更
新
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。（

む
ら
づ
く
り
観
光
課
）
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部
長
　
笠
原
辰
巳
さ
ん

毎
月
第
２
・
４
日
曜
日
の
午
後
、

文
化
セ
ン
タ
ー
会
議
室
を
借
り
て

練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
34
名
が
部
員
登
録
中
で
、

県
教
育
書
道
展
や
村
文
化
展
へ
の

出
展
を
目
標
に
し
て
い
る
そ
う
で

す
。ま

た
、
村
内
小
中
学
校
の
書
写

等
の
時
間
に
、
部
員
の
方
が
講
師

と
し
て
出
向
く
日
も
あ
り
ま
す
。

指
の
先
か
ら
神
経
を
集
中
し
て

字
を
書
く
の
で
体
や
脳
の
健
康
に

も
良
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、
書
道

は
、
勝
っ
た
り
負
け
た
り
と
い
う

こ
と
が
な
い
の
で
、
部
員
同
士
の

交
友
関
係
も
良
好
と
の
こ
と
で
す
。

“
部
員
募
集
中
”

●
自
動
車
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
税
で
き
ま
す

ご
注
意

軽
自
動
車
税
は
市
町
村
税

で
す
。
納
税
場
所
等
は
市
役
所
・
町
村

役
場
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先

沼
田
県
税
事
務
所

1
０
２
７
８
（
22
）
４
３
３
６

又
は
群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

1
０
２
７
２
６
３
４
３
４
３

※
継
続
検
査
（
車
検
）
用
の
納
税
証
明

書
に
つ
い
て

自
動
車
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
納
税

証
明
書
も
一
緒
に
渡
し
、
自
動
車
を
譲

り
受
け
る
場
合
に
は
納
税
証
明
書
も
一

緒
に
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
税
は
５
月
31
日　（
木
）

ま
で
に
忘
れ
ず
に
！

活
動
紹
介
①

片
品
村
文
化
協
会
書
道
部

図書室カレンダー 6月

読んでみませんか

『ひとつ拾えば、ひとつだけ
きれいになる』

鍵山秀三郎　著

＊午後1時30分～5時30分開室
＊ はお休みです。

ともすると人間は、平凡なこと
はバカにしたり、軽くあしらいが
ちです。難しくて、特別なことを
しなければ、成果があがらないよ
うに思い込んでいる人が多くいま
す。世の中のことは、平凡の積み
重ねが非凡を招くようになってい
ます。〈本文より〉

心を洗い、心を磨く生き方。
心、癒される一冊です。

One thing that I learned from the stay in Japan is how
important family is to one.  When I was in Vancouver, I
always had my mother with me.  At that time, I never
appreciated her presence.  To tell the truth, I sometimes
even wished that I could get away from her.  However,
since arriving at Japan, I have realized how good it feels to
have your family around.  This was especially true during
last month when my mother stayed in Katashina.   It felt
really good knowing that someone is waiting for me at
home when I go back from work.  And of course, it was
even better when there is warm food waiting!  Family is
the most important part of life.  So this year, my New
Year's resolution is to spend as much time as I can with
my family.      

私が日本に滞在するなかで学んだことの１つに、家
族の大切さがあります。バンクーバーにいたとき、私は
常に母と一緒でした。そのとき、彼女の存在に感謝をし
たことは１度もありません。実を言うと、時々、母から
離れられたらとさえ思ったこともあったほどです。しか
し日本に来てから、家族が自分の近くにいることがどれ
ほど幸せなことかということを実感しました。これは母
が片品にいた先月、特に感じました。仕事から帰ったと
きに誰かが家で自分を待ってくれているというのは本当
にいいものです。もちろん、あたたかな食事が待ってく
れているというのはもっといいものですが！家族は人生
の一部において最も大切なものです。ですから今年の私
の新年の目標は、できるだけ家族と一緒に過ごすという
ことにしたいと思います。

☆生涯学習・社会体育関係
・村民・区対抗ゴルフ大会 5日(火)
・片品カレッジＤ

朝日を浴びてウォーキング 5日(火)･20日(水)
・片品カレッジＣ

歩いて笑顔ウォーキング教室 17日(日)
・社会人野球夏季リーグ戦開幕 18日(月)
・体協長杯ゲートボール大会 20日(水)

議長杯グランドゴルフ大会 上旬
☆学校関係
・幼小中PTA指導者研修会 ９日(土)
・片品村教育研究会 15日(金)
◇片小
・プール開き 1日(金)
・５年尾瀬学習① 5日(火)
・PTA球技大会 16日(土)
・授業参観 19日(火)～21日(木)
・避難訓練 21日(木)
・学校保健委員会① 27日(水)
・４年ダム見学･３年白根山遠足 29日(金)
◇北小
・PTA学年会議 6日(水)
・プール開き 11日(月)
・通学路清掃 19日(火)
・学校保健委員会 20日(水)
・尾瀬学習 21日(木)･22日(金)
・1･2年遠足 27日(水)
◇南小
・健全育成美化運動 2日(土)
・ＰＴＡ奉仕作業 5日(火)
・プール開き 13日(月)
・学校保健委員会① 22日(金)
・全校遠足 29日(金)
◇武尊根小
・グランドゴルフ交流会 7日(木)
・学校保健委員会① 11日(水)
・プール開き 12日(火)
・日曜参観・親子行事 24日(日)
・振替休業日 25日(月)
◇片中
・２年自然観察会① 5日(火)
・環境奉仕日③ 6日(水)
・１日公開参観日 14日(木)
・郡市中体連陸上大会 16日(土)
・学校保健委員会① 20日(水)
・校内マラソン大会　

PTA親子ふれあい環境作業日 22日(金)

※予定が変更される場合もありますので、
あらかじめご了承ください。

教育委員会･6月の諸行事教育委員会･6月の諸行事
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田　
　　
星　
野　
ト　
ミ　
エ　

仏　
だ　
ん　
に　
一　
枝　
そ　
え　
し　
桃　
の　
花　

新　
入　
生　
制　
服　
姿　
り　
ん　
と　
し　
て　

鎌　
　　
田　
　　
木　
内　
　　
山　
人　

お　
ぼ　
ろ　
夜　
の　
月　
山　
の　
端　
を　
流　
れ　
ゆ　
く　

ふ　
き　
の　
び　
る　
春　
の　
さ　
き　
が　
け　
わ　
が　
好　
み　

栃　
久　
保　
　　
戸　
丸　
　　
好　
夫　

初　
音　
し　
て　
句　
碑　
に　
ま　
つ　
わ　
る　
花　
吹　
雪　

新　
芽　
萠　
ゆ　
プ　
レ　
ゼ　
ン　
ト　
母　
え　
さ　
り　
げ　
な　
く　

築　
　　
地　
　　
千　
明　
お　
さ　
む　

母　
さ　
ん　
の　
創　
作　
童　
話　
春　
う　
ら　
ら　

春　
耕　
の　
一　
町　
五　
反　
を　
生　
甲　
斐　
に　

花　
　　
咲　
　　
星　
野　
　　
百　
姓　

春　
暁　
や　
今　
日　
も　
生　
き　
よ　
と　
チ　
ャ　
イ　
ム　
鳴　
る　

そ　
こ　
こ　
こ　
の　
春　
野　
に　
赤　
き　
ト　
ラ　
ク　
タ　
ー　

鎌　
　　
田　
　　
星　
野　
　　
歌　
子　

早　
春　
の　
陽　
ざ　
し　
和　
ら　
ぐ　
指　
先　
に　

春　
め　
い　
て　
筆　
先　
ま　
で　
も　
ゆ　
ら　
ゆ　
ら　
と　

摺　
　　
渕　
　　
千　
明　
　　
新　
芽　

村　
議　
選　
間　
近　
な　
村　
や　
風　
光　
る　

花　
鉢　
を　
外　
え　
と　
居　
間　
が　
広　
く　
な　
り　

今　
月　
の　
推　
薦　
句　

大　
竹　
　　
久　
代　

た　
ん　
ぽ　
ぽ　
の　
や　
う　
な　
赤　
子　
の　
よ　
く　
眠　
る　

広
報
文
芸

片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平　
成　
十　
九　
年　
四　
月　
俳　
句　
会　

ｺｰｽ 題名　　日時　　 会場
Ａ　　みんなでラジオ体操

5月～11月の祝日を除く
毎週火曜・木曜8:00～8:30   
片品村文化センター前

Ｂ　　よく泣く赤ちゃんいらっしゃい
＆大人のためのピアノコンサート

5月19日(土)15:00開演予定
片品村文化センター

Ｃ　　歩いて笑顔　ウォーキング教室①・②　
①6月17日(日)13:30～15:30    
②8月9日(木)13:30～15:30     
片品小学校体育館

Ｄ　　朝日を浴びてウォーキング
①6月5日(火) ②6月20日(水)    
③7月5日(木) ④7月24日(火)    
⑤8月8日(水) ⑥8月23日(木)    

いずれも7:00～8:00     
片品村文化センター前

Ｅ　　英語で語る ふるさとMy Katashina  
7月12日(木)  19:00～21:00
片品村文化センター会議室

Ｆ　　ほたか星空観察会①・②
①8月7日(火) 19:00～21:00    
②10月9日(火) 18:30～20:30   
武尊牧場

Ｇ　　郁子さんの山男の話
9月26日(水)  19:00～21:00    
片品村文化センター会議室

H 体で楽しもう
①そば打ち茶和会　　農協体験郷

10月21日(日)  10:30-13:00    
②陶芸体験　　花咲窯

11月11日(日)  9:00-11:30

片品カレッジの開催について
教育委員会では19年度も片品カレッジを開催

します。内容は次の通りです。

※　詳しくは、すでに配布されているチラシをご覧ください。
※　問い合わせ、参加申込は

教育委員会事務局158-2144 担当 高橋･樋口まで

片品カレッジの開催について



●
申
込
期
間

６
月
26
日
（
火
）
か
ら

７
月
３
日
（
火
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

関
東
信
越
国
税
局

人
事
第
２
課
試
験
係

1
０
４
８
（
６
０
０
）
３
１
１
１

9

広報かたしなＨ19.5

8

広報かたしなＨ19.5

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

沼
田
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
「
こ

こ
ろ
の
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

眠
れ
な
い
・
イ
ラ
イ
ラ
し
て
落
ち

着
か
な
い
・
仕
事
が
手
に
着
か
な

い
・
不
登
校
・
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
・

認
知
障
害
・
薬
物
中
毒
・
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
な
ど
で
お
困
り
の
方
、
そ
の

他
心
配
事
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

な
お
、
都
合
で
来
所
で
き
な
い
方

は
電
話
相
談
も
受
け
つ
け
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

●
相
談
日

毎
月
第
１
金
曜
日

（
５
月
、
１
月
は
第
２
金
曜
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
予
約
制

●
相
談
会
場
沼
田
保
健
福
祉
事
務
所

所
外
相
談
（
出
張
相
談
）

会
　
場

利
根
沼
田
管
内
市
町
村

●
相
談
日

片
品
村
会
場
は
６
月

27
日
（
水
）
11
月
７
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
　
予
約
制

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

沼
田
保
健
福
祉
事
務
所
保
健
グ
ル

ー
プ
1
（
２
３
）
２
１
８
５

相
談
者
　
精
神
科
医
師
、
市
町
村
保

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

第
６
回
廃
タ
イ
ヤ
・
廃
バ
ッ
テ
リ
ー
・

ス
キ
ー
用
具
の
回
収
に
つ
い
て

●
日
　
　
時

６
月
３
日
（
日
）

●
受
付
時
間

午
後
１
時
〜
３
時
（
雨
天
決
行
）

●
場
　
　
所

尾
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

◎
取
り
扱
う
品
目
及
び
処
理
費
用

（
消
費
税
込
み
）
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

■
水
道
事
業
名
称
一
部
変
更

４
月
１
日
か
ら
名
称
が
次
の
よ
う

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

変
更
前
　
　
　
　
　
変
更
後

第
１
簡
易
水
道
　
　
中
央
簡
易
水
道

（
対
象
区
域
　
１
区
・
４
区
・
８
区
）

第
２
簡
易
水
道
　
　
南
部
簡
易
水
道

（
対
象
区
域
　
２
区
・
３
区

（
栗
生
・
針
山
を
除
く
）

第
３
簡
易
水
道
　
　
北
部
簡
易
水
道

（
対
象
区
域
　
５
区
・
６
区
）

第
５
簡
易
水
道
　
　
戸
倉
簡
易
水
道

（
対
象
区
域
　
７
区
）

尚
、
栗
生
簡
易
水
道
、
針
山
簡
易

水
道
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

（
生
活
環
境
課
）

■
身
体
障
害
者
巡
回
相
談

群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
が
身
体
障
害
の
巡
回
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で

す
の
で
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
申
し
込

み
を
し
て
下
さ
い
。

●
日
　
　
時

６
月
６
日
（
水
）

受
付
は
午
前
10
時
〜
12
時

●
相
談
会
場

沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
会　
場　
へ　
来　
る　
こ　
と　
が　
困　
難　
な　
場　
合　
、　

在　
宅　
訪　
問　
診　
査　
も　
可　
能　
で　
す　
の　
で　
申　
し　

込　
み　
の　
際　
ご　
相　
談　
く　
だ　
さ　
い　
。　

●
相
談
内
容
　

○
整
形
外
科
に
関
す
る
障
害
に
つ
い

て
の
相
談

こ　
の　
相　
談　
所　
で　
は　
皆　
さ　
ん　
が　
日　
頃　
、　
国　

道　
・　
国　
税　
・　
登　
記　
な　
ど　
国　
の　
業　
務　
、　
地　

方　
公　
共　
団　
体　
が　
国　
か　
ら　
委　
任　
や　
補　
助　
を　

受　
け　
て　
行　
っ　
て　
い　
る　
国　
民　
年　
金　
や　
生　
活　

保　
護　
な　
ど　
の　
業　
務　
に　
つ　
い　
て　
の　
苦　
情　
や　

意　
見　
な　
ど　
の　
相　
談　
を　
受　
け　
ま　
す　
の　
で　
、　

お　
気　
軽　
に　
ご　
相　
談　
下　
さ　
い　
。　

●
問
合
わ
せ
先

総
務
課
1
（
５
８
）
２
１
１
１

■
特
設
人
権
相
談
所

い
じ
め
、
セ
ク
ハ
ラ
等
の
人
権
問

題
や
困
り
ご
と
な
ど
で
悩
ん
で
い
る

方
、
お
近
く
の
特
設
相
談
所
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
料
金
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
り
ま
す
。

な
お
、
特
設
相
談
所
へ
お
越
し
に

な
れ
な
い
方
は
通
常
ど
お
り
前
橋
地

方
法
務
局
及
び
沼
田
支
局
で
も
電
話

相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

片
品
村
特
設
人
権
相
談
所

●
日
時
　
６
月
１
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
所
　
役
場
２
階
指
導
室

人
権
擁
護
委
員
　

小
山
内
　
義
友
（
中
井
）

1
（
５
８
）
２
６
１
４

大
竹
　
長
久
（
須
賀
川
）

1
（
５
８
）
３
１
０
０

自
宅
で
も
、
常
時
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

1
０
２
７
（
２
２
１
）
４
４
２
６

■
障
害
福
祉
計
画
策
定

村
で
は
こ
の
た
び
「
片
品
村
障
害

福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
障
害
者
自
立
支
援

法
に
基
づ
き
、
国
の
基
本
指
針
に
そ

っ
て
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談

支
援
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提

供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
計
画
を
定

め
る
も
の
で
す
。

●
計
画
期
間

第
１
期
計
画
　
　

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
ま
で

計
画
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、

保
健
福
祉
課
の
窓
口
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
な
お
、
片
品
村
役
場
ホ
ー　

ム　
ペ　
ー　
ジ　
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
　
障
害
福
祉
係

1
（
５
８
）
２
１
１
５

■
動
物
駆
逐
用
煙
火

（
轟
音
玉
）
講
習
会

近
年
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

等
の
被
害
が
増
え
て
お
り
、
今
年
は

特
に
サ
ル
に
よ
る
被
害
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
次
の
動
物
駆
逐
用
煙
火

講
習
会
を
受
け
て
、
轟
音
玉
（
花
火
）

に
よ
る
追
い
払
い
を
し
、
農
作
物
の

被
害
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
６
月
９
日
（
土
）

午
後
２
時

●
場
所
　
片
品
村
役
場

２
階
農
林
研
修
室

●
申
込
み
５
月
20
日
（
日
）
ま
で

◎
受
講
料
　
４，

０
０
０
円

◎
顔
写
真
１
枚
（
横
２
・
５
㎝
×
縦

３
㎝
／
裏
面
に
名
前
を
記
入
･
バ
ッ

ク
に
背
景
の
な
い
も
の
）

以
上
を
用
意
し
、
期
限
内
に
役
場

農
林
建
設
課
窓
口
で
受
講
申
込
み
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

め
に
大
き
く
役
立
ち
ま
す
。

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時

間
に
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
適

切
に
応
急
手
当
で
き
る
よ
う
、
平
成
19

年
度
個
人
向
け
普
通
救
命
講
習
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

●
実
施
時
期
・
場
所

第
１
回
開
催
日
　
　
６
／
10
（
日
）

場
所
　
北
消
防
署
　
定
員
15
名

第
２
回
開
催
日
　
　
８
／
26
（
日
）

場
所
　
中
央
消
防
署
　
定
員
30
名

第
３
回
開
催
日
　
　
10
／
21
（
日
）

場
所
　
東
消
防
署
　
定
員
15
名

第
４
回
開
催
日
　
　
11
／
18
（
日
）

場
所
　
西
消
防
署
　
定
員
15
名

第
５
回
開
催
日
　
　
１
／
20
（
日
）

場
所
　
中
央
消
防
署
　
定
員
30
名

●
実
施
時
刻

各
会
場
と
も
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま

で
。（
８
時
30
分
か
ら
受
付
）

●
申
込
場
所

も
よ
り
の
消
防
署
で
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
受
付
（
電
話
申

込
・
土
・
日
・
祝
日
も
受
け
付
け
ま
す
）

●
締
め
切
り

定
員
に
な
り
し
だ
い
又
は
開
催
日
の

２
日
前
（
金
曜
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

・
中
央
消
防
署
（
２
４
）
１
７
３
４

・
東
消
防
署
（
５
６
）
２
３
０
０

・
西
消
防
署
（
６
４
）
０
０
０
２

・
北
消
防
署
（
７
２
）
４
３
４
９

■
普
通
救
命
講
習
会

“応
急
手
当
を
身
に
つ
け
よ
う
！
”

あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
で
起
こ
る
、

突
然
の
病
気
や
け
が
で
呼
吸
が
止
ま
っ

た
！
脈
拍
が
無
い
！
出
血
が
止
ま
ら
な

い
！
こ
ん
な
時
は
、
あ
な
た
が
行
う
応

急
手
当
が
、
そ
の
人
の
生
命
を
救
う
た

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
加
入
者
を
対
象
に
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
を
助
成
し

ま
す
。
自
分
が
健
康
だ
と
感
じ
て
い
る
と
き
か
ら
、
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
特
に
生
活
習
慣
病
は
長
い
間
、
病
気
の
進
行
に
気
付
か
な
い
例
が
多

く
あ
り
ま
す
。
年
に
一
度
は
、
検
診
を
受
け
自
分
の
体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。

﹇
期
　
間
﹈
４
月
〜
３
月

﹇
対
　
象
﹈
満
40
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
お
り

国
保
税
完
納
世
帯
の
人

﹇
助
成
額
﹈
検
診
費
の
３
分
の
２
で
日
帰
り
コ
ー
ス
が
２
万
６
千
円
を
限
度

一
泊
二
日
コ
ー
ス
が
４
万
を
限
度
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

﹇
申
し
込
み
﹈
４
月
１
日
か
ら
随
時
受
け
付
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
申
し

込
み
を
し
て
か
ら
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

1
（
５
８
）
２
１
１
４

○
義
肢
・
装
具
・
車
い
す
な
ど
の
補

装
具
及
び
自
立
支
援
医
療
（
更
生
医

療
）
給
付
の
要
否
判
定

●
持
ち
物

①
印
鑑
　
②
身
体
障
害
者
手
帳

●
申
し
込
み

保
健
福
祉
課
障
害
福
祉
係

1
（
５
８
）
２
１
１
５

生
活
・
環
境

健
康
・
福
祉

募
　
　
集

相
　
　
談

健
師
、
保
健
福
祉
事
務
所
保
健
師

※
来
所
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め

電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　き
平成19年5月15日（火）

場　所
片品保育所､片品村文化センター

時　間
片品保育所　10時30分
片品村文化センター　18時30分
※ いずれも３０分前に

開場いたします。
対象者

村内の小学校児童、幼児

人
間
ド
ッ
ク
の
検
診
費
を
助
成

■
５
月
21
日
〜
27
日
は

春
の
行
政
相
談
週
間
で
す

片
品
村
を
担
当
し
て
い
る
行
政
相

談
員
は
林
聖
子
は
や
し
き
よ
こ
さ

ん
で
す
。
行
政
相
談
委
員
は
期
間
中

に
次
の
内
容
で
特
設
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

●
日
時
　
５
月
21
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所
　
役
場
２
階
会
議
室

■
片
品
村
職
員
採
用
試
験

●
第
一
次
試
験

教
養
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）

７
月
29
日
（
日
）

●
第
一
次
試
験
合
格
発
表

８
月
中
旬
、
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

合
格
者
に
は
、
第
二
次
試
験
及
び
身

上
調
査
が
あ
り
ま
す
。

職
種
　
一
般
行
政
職

●
受
験
資
格

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

●
採
用
人
員
　
１
名

●
申
込
用
紙
配
布
場
所
及
び
提
出
先

片
品
村
役
場
総
務
課

●
申
込
期
間

５
月
23
日
（
水
）
か
ら

６
月
22
日
（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
1
（
５
８
）
２
１
１
１

■
税
務
職
員
採
用
試
験

●
第
一
次
試
験

教
養
試
験
、
適
性
試
験
及
び
作
文
試

験
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

●
第
一
次
試
験
合
格
発
表

10
月
11
日
（
木
）、
合
格
者
に
通
知

し
ま
す
。
合
格
者
に
は
、
第
二
次
試

験
及
び
身
体
検
査
が
あ
り
ま
す
。

●
受
験
資
格

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

●
申
込
書
請
求
先

最
寄
り
の
税
務
署
又
は
人
事
院
関
東

事
務
局
、
関
東
信
越
国
税
局
に
お
い

て
５
月
14
日
（
月
）
か
ら
配
付
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■
入
湯
税
だ
よ
り

現
在
、
片
品
村
に
お
い
て
入
湯
税

の
特
別
徴
収
義
務
者
（
温
泉
宿
経
営

者
）
は
88
者
あ
り
、
平
成
17
年
度
の

歳
入
は
５
２
９
万
３
千
円
で
し
た
。

目
的
税
で
あ
る
入
湯
税
の
使
途
に

つ
い
て
は
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で

紹
介
し
ま
す
と
、
◎
環
境
衛
生
施
設

の
整
備
、
◎
鉱
泉
源
の
保
護
管
理
施

設
、
◎
消
防
施
設
等
の
整
備
、
◎
観

光
施
設
の
整
備
、
◎
観
光
振
興
の
５

項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
の
「
入
湯
税
使
途
状
況
等
に
関

す
る
調
査
報
告
」
を
開
示
し
ま
す
と
、

消
防
施
設
等
の
整
備
に
２
０
万
８
千

円
、
観
光
振
興
の
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
費
３
０
１
万
９
千
円
、
広
告
宣

伝
費
１
５
８
万
１
千
円
、
ポ
ス
タ
ー

作
成
費
６
９
万
３
千
円
と
報
告
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
貴
重
な
財
源
と
し
て

活
用
で
き
ま
す
の
も
入
湯
税
の
特
別

徴
収
義
務
者
の
ご
尽
力
の
賜
と
敬
意

を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

入
湯
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
の
皆

様
方
に
は
先
日
来
臨
戸
訪
問
し
て
お

願
い
し
ま
し
た
と
お
り
、
入
湯
税
は

月
末
で
閉
じ
て
翌
月
の
15
日
ま
で

に
一
ヶ
月
分
を
取
り
ま
と
め
て
申

告
納
付
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
今

後
も
特
段
の
ご
配
慮
方
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

■
第
1  1  
期
砂
防
公
開
講
座

●
期
　
間
　

５
月
〜
平
成
20
年
２
月
（
計
10
回

原
則
第
３
水
曜
日
開
催
予
定
）

●
内
　
容
　

土
砂
災
害
な
ど
か
ら
暮
ら
し
を
守

る
「
砂
防
」
に
つ
い
て
の
講
義
と
野

外
学
習

●
対
象
者

18
歳
以
上
の
方

●
定
　
員

50
人
（
こ
え
た
場
合

は
抽
選
・
当
選
者
の
み
通
知
）

●
参
加
料

無
料

●
申
し
込
み
方
法

応
募
は
が
き
付
き
の
広
報
チ
ラ
シ

に
住
所
・
電
話
番
号
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

電
話
及
び
メ
ー
ル
で
の
応
募
も
受
付

け
ま
す
。

●
主
催
・
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

〒
３
７
７
―
８
７
９
０
　

渋
川
市
渋
川
１
２
１
―
１

国
土
交
通
省
　
関
東
地
方
整
備
局

利
根
川
水
系
砂
防
事
務
所
総
務
課
　

1
０
２
７
９
（
２
２
）
４
１
７
７

Ｕ
Ｒ
Ｌ

Ｅ
メ
ー
ル

●
申
し
込
み
期
限

５
月
31
日
（
金
）
消
印
有
効

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ
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４
年
前
ま
で
は
渋
谷
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
雑
貨
店
で
働
い
て
い
た
桐
山
さ

ん
。
自
分
を
探
す
た
め
に
都
会
を
後

に
し
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
働
く
う

ち
に
他
の
地
に
な
い
安
堵
を
片
品
村

で
見
つ
け
た
そ
う
で
す
。

現
在
、
菅
沼
に
家
を
借
り
「
カ
タ

カ
タ
ハ
ウ
ス
」
と
名
付
け
、
片
品
生

活
塾
を
主
宰
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
カ
タ
カ
タ
」
と
い
う
の
は
、

片
品
の
片
か
ら
取
っ
た
も
の
で
す
。

桐
山
さ
ん
は
、
片
品
村
に
来
て
居

候
時
代
に
手
伝
っ
た
炭
焼
き
と
畑
仕

事
で
色
々
学
び
、
今
は
炭
ア
ク
セ
サ

リ
ー
や
、
木
酢
液
を
使
っ
た
無
農
薬

野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。

炭
ア
ク
セ
サ
リ
ー
は
、
炭
の
か
け

ら
か
ら
デ
ザ
イ
ン
し
木
酢
液
で
洗

う
。
こ
れ
を
「
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
」

ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

実
家
や
東
京
に
行
く
際
は
、
愛
車

に
自
分
で
作
っ
た
野
菜
や
村
の
産
物

片
品
村
で
は
、
保
健
衛
生
業
務

の
充
実
と
円
滑
な
推
進
を
図
り
、

住
民
の
健
康
の
保
持
増
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
各
地
区

に
保
健
推
進
員
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

村
内
で
57
名
の
保
健
推
進
員
に

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

任
期
は
２
年
間
で
今
年
度
は
37
名

の
方
が
任
期
交
代
し
、
４
月
５
日

に
片
品
村
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

保
健
推
進
員
は
、
地
域
の
身
近

な
相
談
役
、
住
民
と
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

総
合
健
診
受
診
票
の
配
布
や
、
講

演
会
、
乳
幼
児
健
診
、
子
育
て
サ

ー
ク
ル
の
通
知
配
布
、
各
種
研
修

会
の
参
加
等
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
各
地

区
の
保
健
推
進
員
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
片
品
村
が
住
み
や
す
い
、

健
康
な
村
と
な
る
よ
う
、
推
進
員

に
意
見
や
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
保
健
福
祉
課
）

須
賀
川
　
　
　
草
地
ゆ
り
ゑ

大
竹
　
武
子

釜
田
あ
き
江

御
座
入
　
　
　
高
橋
な
つ
子

藤
井
　
淳
子

菅
　
沼
　
　
　
星
野
ふ
く
ゐ

築
　
地
　
　
　
小
林
み
ち
子

下
平
（
立
沢
）
千
明
　
芳
子

下
　
平
　
　
　
高
橋
八
四
子

摺
　
渕
（
上
）
星
野
　
政
江

摺
　
渕
（
下
）
星
野
美
代
子

上
幡
谷
　
　
　
千
明
　
和
子

幡
　
谷
　
　
　
西
本
　
敏
江

鍛
冶
屋
　
　
　
星
野
　
和
子

掛
川
　
菊
江

栃
久
保
　
　
　
戸
丸
　
洋
子

佐
藤
き
ぬ
よ

登
　
戸
　
　
　
戸
丸
　
幸
江

藤
井
　
栄
子

海
野
と
み
枝

山
　
崎
　
　
　
高
山
紀
美
子

高
山
　
美
雪

栗
　
生
　
　
　
金
子
　
裕
世

針
　
山
　
　
　
横
坂
ふ
み
枝

下
小
川
　
　
　
須
藤
美
江
子

須
藤
た
ね
子

中
　
井
　
　
　
戸
丸
　
大
子

千
明
　
藤
子

穴
　
沢
　
　
　
狩
野
　
谷
子

星
野
　
富
枝

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

保
健
だ
よ
り
①

平
成

19
年
度
保
健
推
進
員
紹
介

“納
期
内
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
”

税
　
　
金

上
小
川
　
　
　
千
明
み
ち
子

倉
田
せ
つ
子

根
　
子
　
　
　
篠
原
　
睦
子

太
　
田
　
　
　
入
澤
　
花
子

細
工
屋
　
　
　
笠
原
　
和
子

阿
　
村
　
　
　
大
竹
け
い
子

上
　
而
　
　
　
笠
原
　
富
子

中
　
里
　
　
　
池
田
惠
美
子

新
　
井
　
　
　
梅
澤
　
千
恵

梅
澤
し
げ
子

古
　
仲
　
　
　
星
野
　
節
子

星
野
き
み
子

伊
閑
町
　
　
　
萩
原
由
美
子

萩
原
　
寿
子

関
　
野
　
　
　
小
林
セ
ツ
子

戸
　
倉
　
　
　
萩
原
　
春
美

萩
原
都
喜
子

鎌
田
１
組
　
　
大
竹

和
子

山
崎
　
恵
子

鎌
田
２
組
　
　
中
村
　
勝
美

金
子
す
み
江

鎌
田
３
組
　
　
小
濱
　
芳
子

左
部
　
晴
江

鎌
田
４
組
　
　
佐
藤
　
文
子

井
上
　
明
子

鎌
田
５
組
　
　
笠
原
　
泰
子

入
澤
ツ
ヨ
子

を
摘
ん
で
届
け
る
こ
と
か
ら
「
カ
タ

カ
タ
便
」
と
も
名
付
け
ま
し
た
。

今
、
こ
の
「
カ
タ
カ
タ
」
が
関
東

近
県
で
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

個
展
開
催
場
所
の
誘
い
や
、
現
代

農
業
増
刊
号
に
も
７
ペ
ー
ジ
を
使
っ

て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
春
か
ら

素
敵
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
桐
山
さ
ん

の
生
き
方
に
共
感
し
た
若
い
人
た
ち

が
片
品
村
に
多
く
訪
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

※
詳
細
は
、
ブ
ロ
グ
「
片
品
生
活

塾
」
又
は
現
代
農
業
増
刊
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

桐
山
三
智
子
さ
ん
（
菅
沼
）

4/13生活改善グループ総会では
炭アクセサリー作りの講師に

材料は全て片品産
※5/31～6/5まで渋谷ルバンにて

｢KATAKATA展｣開催予定

募
　
　
集
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広
報
「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

印
刷
／
笠
原
印
刷

「夢を持ちつづけられる人」に

なってほしいのと、お兄ちゃん

と同じ字を使うことで、いつま

でも兄弟仲良くという願いを込

めて付けました。

健康で優しい心と強い心を持った男の子に育ってほ

しいと思います。

父　昌也　母　真理子さん
■何処へお勤めですか：ベルジホタカです。
■趣味は何ですか：スキーとスノーボードです。
■片品をどう思いますか又､
どうしたいですか：自然に恵まれた環境だと思い
ます。これからもこの自然を自分達、若い力で守

っていきたいです。

■村内のおすすめポイントは：夜のサエラスキー場
駐車場付近（星がキレイに見えるから）

■好きな異性のタイプ：一緒になってバカやれる人
がいいです。

■村民の方へメッセージをお願いします：若い力で
片品村をより盛り上げていけるよう頑張ります。

夢生ちゃん（H18.5.3生）
星野孝則　裕美さん（築地）のお子さん命名

将来どんな人になってほしいですか

雪の結晶の名前（六花結晶）

からとりました。結晶はきれ

いな澄んだ水でないと美しい

六角形にはならないそうです。

水は心を写す鏡だと言われて

います。この子もいつまでも

きれいな心でいてほしいと命

名しました。

「三つ子の魂百まで」人にとって最も大切な幼少期

をここ片品で過ごすことになります。自然から色ん

なことを学び、しっかりと心の土台をつくってなが

い人生を愛でいっぱいに、幸せをたくさん感じて生

きてほしいです。

六花ちゃん（H18.5.31生）
沼野健補　理絵さん（須賀川）のお子さん命名

将来どんな人になってほしいですか

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ん
　
３
人

小
林
　
　
誠
　
男
　
巧

鎌
田

松
井
　
龍
二
　
女
　
醒
蘭

菅
沼

桑
原
　
隆
信
　
男
　
隆
汰

御
座
入

★
結
婚
さ
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5月 12日（土）月夜野病院
13日（日）内田病院
19日（土）国立沼田病院
20日（日）沼田脳神経外科
26日（土）利根中央病院

27日（日）月夜野病院
6月 2日（土）内田病院

3日（日）国立沼田病院
9日（日）沼田脳神経外科
10日（土）利根中央病院

◆休日の病院◆（緊急時）

納期は5月31日（火）です
●自動車税も役場出納室でお預かりします●口座振替の方は事前に残高確認を!●

今月の 
　納期は 
今月の 
　納期は 
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さん 鎌田（20才）

国 民 健 康 保 険 税
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水 道 料
自動車税･軽自動車税
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